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第４章 静岡県地区における平成１３年度事業の成果と課題の整理 

 

１ 省庁別事業の成果と課題 
静岡県地区において各省庁が実施した事業の成果と課題を以下に取りまとめた。 

 

 実験概要 成果と課題 

総
務
省 

自
治
行
政
局 

掛川市を対象地区として、共用
空間データの運用更新に関する検
討を目的として、共用空間データ
として位置付けられている 16 項
目のデータのうち筆・建物・基準
点の 3 項目について効率的な更新
手法に関する実証実験を行った。 
 

【成果】 
・筆の更新では、SIMA フォーマットデータを利用することによ

り、位置精度の確保、また外部委託費の削減がはかれるとい
う結果が得られた。 

・建物の更新では、現地調査で得られた家屋評価データを用い
ることにより、日常業務における予察業務委託費の削減が得
られるという結果が得られた。 

・基準点の更新では、容易に更新でき、それにより業者や庁内
からの問い合わせに迅速に対応でき、また登録に係る外部委
託費の削減がはかれるという結果が得られた。 

【課題】 
・建物の位置精度に関して改善の余地があること、また今後の
建物形状の更新について、航空写真で形状を取り直す必要性
についての検討が、課題となる。 

・日常業務における更新のほか、一括更新についても検討が必
要である。 

国
土
地
理
院 

数値地図 25000(空間データ基
盤)の整備を平成 12 年度から今年
度にかけ実施しており、今年度内
の整備を完了した。 
 

【成果】 
・数値地図 25000(空間データ基盤)では、10 項目のデータを整
備している。また地理情報標準に準拠している。 

・静岡県全域の基図として今後のＧＩＳデータ構築に活用が見
込まれるほか、防災を中心とした広域の情報 DB としての活用
が見込まれる。 

総
合
政
策
局 

平成 12 年度に引き続き海域地
理情報システム基盤情報の数値化
を行った。 

【成果】 
・沿岸の海の基本図（海岸線、等深線等のデジタルデータ）に
ついては、平成 14 年 3 月現在で提供可能な海域は全国で222
海域である。 

・管轄海域の情報管理等海上保安業務での有効活用や海洋開発、
環境保全等の多面的な利用が見込まれる。 

国
土
交
通
省 

国
土
計
画
局 

国、地方公共団体、民間の空間
データを実証実験データベースに
一元的に登録し、公募で選ばれた
実験参加者がこのデータを使った
実験を行うことを通じて、データ
の流通・相互利用の有用性、課題
について検討を行った。 

【成果】 
・９団体の民間企業、研究者等が参加して、アプリケーション
開発等様々な実験を行った。 

・データ流通・相互利用の有用性（業務範囲の拡大、コスト削
減等）と課題（共通データフォーマットの必要性、データに
関する情報の整備・提供等）を把握した。 

・データ流通・相互利用をインターネットで行うことの有用性
（利便性と作業効率の向上等）と課題（大容量データの配信
方法等）を把握した。 

・昨年度と比較して、データ提供団体数及び提供データ数が増
加しており、静岡県地区においてデータ流通・相互利用が進
みつつある状況が伺えた。 

【課題】 
・本実験を契機として、民間と行政のよりよい連携を実現し、
地域における自立的なデータ流通に向けたとりくみを行う必
要がある。 
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２ 静岡県地区の事業の特色から見た課題 
 
静岡県地区は、以前から東海地震や、富士山の火山噴火の危険性が指摘されていることか

ら、防災意識が進んだ地域であるという特性があり、最近においても東海地震の第３次被害

想定の予測や、富士山周辺におけるハザードマップの研究が行われている。 

静岡県庁では災害発生時の対応にＧＩＳを活用しており、一般市民に対しても東海地震の

第３次被害予測結果をＷｅｂＧＩＳで提供するなどＧＩＳを活用している。 

総務省自治行政局の実験では、共用空間データベースの更新・運用の調査研究において、

筆、建物、基準点の効率的な更新の効果が得られた。特に費用対効果を得るとともに、一定

の位置精度を維持できたことは今後のＧＩＳ普及促進に繋がると言える。今後更新したデー

タの各種業務への反映方法について検討していくことが期待される。また、今回の３項目が

簡易に更新できる手法が確立すれば災害時にも土地境界の特定、建物倒壊、建物火災、地形

歪曲等の対応で重要な情報としての活用が見込まれる。 

国土交通省国土計画局の公募型実証実験（実証実験データベース利活用実験）においても、

ボーリングデータの活用や地下ライフライン情報の３次元化についての実験、地震災害予測

や火山災害予測におけるＧＩＳを用いた解析評価などが実験参加者の実験テーマにとりあ

げられており静岡県地区における防災分野への関心が伺える。 

さらに空間データの整備については、国土交通省国土地理院において、数値地図の整備が

行われ、静岡県におけるＧＩＳの利用を支援する基盤整備がなされている。 

静岡県地区においては、今後も防災分野等でＧＩＳの利活用に関する先進的な取り組みが

期待される。特に３次元ＧＩＳが実際に可能になりつつあるため、３次元ＧＩＳの防災への

適用といったテーマでの展開も期待される。 

また、今後ＧＩＳの普及を進める上では、防災分野に限らず様々な分野への利用を想定し

た取り組みが必要と思われる。そのためには、それぞれの専門家や利用者に対して、ＧＩＳ

の有効性を示すとともに、ＧＩＳデータを入手、利用し易い環境を整える必要がある。 
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自

立
的

な
空

間
デ
ー
タ

整
備
、
流

通
及
び
相

互
利
用

の
た
め
の

基
盤

形
成

 

・
海

域
地

理
情

報
シ
ス
テ
ム
基

盤
情
報

（
沿

岸
の

海
の

基
本

図
の

数
値

化
）
の

更
新

 

 

・
街

区
レ
ベ
ル

位
置

参
照

情
報

の
更

新
手

法
の

確
立

及
び
毎

年
度

の
デ
ー
タ
更

新
・

提
供

 

凡
例

 実
証

実
験

の
た
め
に
不

可
欠
な
デ
ー
タ
の

整
備

 
要

素
技

術
の

開
発

 
 

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開

発
 

デ
ー
タ
相

互
運

用
シ
ス
テ
ム
技

術
の

開
発
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  Ｇ
Ｉ
Ｓ
モ
デ
ル
地
区
実
証
実
験
 
静
岡
県
地
区
実
施
事
業
一
覧
 

（
静
岡
県
地
区
の
特
色
：
地
方
公
共
団
体
で
の
利
活
用
を
主
眼
と
し
た
デ
ー
タ
の
整
備
・
流
通
）
 

 

 
実
証
実
験
の
た
め
に
不
可
欠
な
デ
ー
タ
整
備
 

要
素
技
術
の
開
発
 

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
 

デ
ー
タ
相
互
運
用
シ
ス
テ
ム
技
術
の
開
発
 

平
成
12
年
度
 

【
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
】
 

・
海
域
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
基
盤
情
報
（
沿
岸
の
海
の
基
本

図
の
数
値
化
）
の
整
備
 

 

【
総
務
省
情
報
通
信
政
策
局
】
 

・
３
次
元
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
観
光
・
教
育
・
防
災
用
ア
プ
リ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
実
証
実
験
（
デ
ー
タ
獲
得
・
表
現
伝
送
・
更

新
技
術
の
研
究
開
発
 

 
【
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
】
 

・
観
光
情
報
に
係
る
位
置
情
報
（
緯
度
経
度
情
報
）
の
整
備
 

 
【
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
】
 

・
街
区
レ
ベ
ル
位
置
参
照
情
報
の
整
備
と
一
般
提
供
 

 

【
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
】
 

・
効
率
的
な
デ
ー
タ
整
備
、
デ
ー
タ
の
相
互
利
用
等
GI
S
の

普
及
支
援
に
係
る
個
別
課
題
に
関
す
る
実
験
 

 

【
総
務
省
自
治
行
政
局
】
 

・
共
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
 

・
共
用
デ
ー
タ
の
品
質
保
証
 

・
運
用
面
で
の
検
討
 

・
個
別
業
務
に
お
け
る
品
質
保
証
 

 
【
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
】
 

・
実
証
実
験
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
一
般
公
募
に
よ
る
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
利
活
用
実
験
（
官
民
共
同
に
よ
る
空
間
デ
ー

タ
の
相
互
利
活
用
方
策
の
検
討
）
 

・
効
率
的
な
デ
ー
タ
整
備
、
デ
ー
タ
の
相
互
利
用
等
GI
S
の

普
及
支
援
に
係
る
個
別
課
題
に
関
す
る
実
験
（
再
掲
）
 

平
成
13
年
度
 

【
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
】
 

・
数
値
地
図
25
00
0
の
整
備
 

 
【
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
】
 

・
海
域
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
基
盤
情
報
（
沿
岸
の
海
の
基
本

図
の
数
値
化
）
の
整
備
、
更
新
 

 

    
－
 

【
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
】
 

・
実
証
実
験
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡
充
と
一
般
公
募
に
よ
る
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
利
活
用
実
験
（
官
民
共
同
に
よ
る
空
間
デ
ー

タ
の
相
互
利
活
用
方
策
の
検
討
）
 

【
総
務
省
自
治
行
政
局
】
 

・「
整
備
指
針
及
び
仕
様
書
（
7
月
12
日
）」
仕
様
書
に
基
づ

き
構
築
さ
れ
た
共
用
空
間
デ
ー
タ
の
効
率
的
な
更
新
・
運

用
、
利
活
用
 

 
【
国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
】
 

・
実
証
実
験
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
拡
充
と
一
般
公
募
に
よ
る
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
利
活
用
実
験
（
官
民
共
同
に
よ
る
空
間
デ
ー

タ
の
相
互
利
活
用
方
策
の
検
討
）（
再
掲
）
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